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◆キャラ弁で笑顔と愛情を◆
2013年頃よりサントリー・味の素・JA・生協グループなど大手企業
様とのコラボやイベントなどを通してキャラ弁講師をしてきまし
た。子供を持つ親の9割が「一度は作ったことがある、または作ろうとした」との調査も。海外ではキャラ弁の番組が出来るほど、
世界に広がる日本文化です。お弁当の想い出は不思議と多くの方にある「いつも同じものが入っていた」とか、「茶色一色だっ
た」とか。そんな想い出が描かれているラブレターがお弁当です。親や子供やおじいちゃんおばあちゃん、友達に作ってあげた
らきっと作り手も受け手も嬉しいのではないでしょうか。

◆キャラ弁の５つの定義◆
①お弁当箱やワックスペーパーなども入れて原色5色以上
②隙間なくギュンギュンに動かないようにする
③お弁当のふたギリギリまでの高さにする（100均などに売っている抗菌
シートをキャラクターの上にのせてふたに海苔などくっつかないよう配慮）
④失敗を防ぐためにも、事前準備として海苔などのパーツは
　前日より前にカットし、紙に挟んで用意しておく
⑤ストローや爪楊枝、小さなハサミなど、道具を使う
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議会広報特別委員

もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼
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ぶ
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ぶ
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ぎなん議会だよりは
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ぎなん議会だよりは

Web上でも検索できます

ぎなんぎかいだより 検 索

岐南町親善大使
大島愛子さん
一般社団法人
キャラクター・フード
協会代表理事

大切なことは、笑顔で作って「愛情」を入れること
愛を受け取る人・手渡す人が増えますように
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令和５年第３回（９月）定例会最終日の９月２２日小島英雄町長に対する不信任案が提出されました。令和５年第３回（９月）定例会最終日の９月２２日小島英雄町長に対する不信任案が提出されました。

不信任案とは？ 

※今回は、議長を含めた１０人中８人賛成で可決。 ※今回は、議長を含めた１０人中８人賛成で可決。 

賛成７：反対３で否決賛成７：反対３で否決

それぞれの立場の主張は？それぞれの立場の主張は？

なお、町長より弁明の申し出がありましたが、賛成２・反対７で許可されませんでした。

提出者
岩田 晴義 議員

賛成７名 反対３名

賛成討論 反対討論

地方自治法178条では、地方議会の
議員の3分の2以上が出席して4分の3
以上が賛成すると不信任決議ができ
ます。首長は通知を受けてから10日
以内に議会を解散することができ、議会
を解散しない場合、または、解散後の
初めての議会で3分の2以上の議員が
出席して過半数が賛成し、再び不信任
決議された場合、首長は失職するとい
う規定があります。 

渡邉議員
６月定例会の町長の発言でも、町長は指導する
立場であるため、職員に対して触ってもいい、
一方、男性職員の場合は懲罰対象になるという
意味不明の発言等をされており、一般常識や倫
理観を逸脱している。

三宅議員
町民が選んだ常識あるべき首長のはずが、強大
な権力に幹部職員等が向き合えない、異を唱え
ることが出来ない、働いている職員を守るのは
勿論のこと、モチベーションが下がり、生産性
が低下していくことをパワハラによってどれだ
け組織にダメージを与えるか認識がない。

長谷川議員
反対討論の内容はおかしいです。不信任案の提
出理由は至極全うなものであります。町長は危
機管理能力も倫理観もありません。我々議員は
不信任案を賛成するかどうか議員の倫理観が問
われています。議会を解散させられようが、私
は賛成します。

木下議員
この度の町長の役場内での不祥事に対しての出
処進退は町長ご自身がお決めいただく事と思
う。町長も第三者委員会の報告を待って判断す
ると言っている。町民の皆様には対外的に恥ず
かしい思いをさせた、その上に今以上のリスク
を負わせる事は避けるべき。

松本議員
辞職勧告決議で可決という議会の重大な意思表
示をしながら、その後、町長への説得や辞職を
促すなどの努力を懸命にしてきたのか。今議会
後からは予算編成の大事な時期に入ると言いつ
つ、臨時会などを開催せずに何故最終日なの
か。これまでの経緯に、理解や納得できる部分
がない。

村山議員
一議員の賛成、反対に対する誹謗中傷や妨害行
為は民主主義の原則に反する行為であります。
議員の一票は誰もが平等の一票です。反対の考
えの議員に対して攻撃することは許される行為
でしょうか。

最初の不信任議決

解散後の最初の議会

不信任議決されなかった 再度、不信任議決

解散 長は失職

長は存続 長は失職

議員数3分の2以上の出席
＋

その過半数の同意

議員数3分の2以上の出席
＋

その4分の3以上の同意

10日以内に解散しない10日以内に解散

本来、第三者調査委員会の提言と小島町長辞任は無関係で
す。小島町長はTV放映内でもセクハラ行為を認めてみえま
す。よって、岐南町が全国から辱めを受けた以上、町の損失
でもあり、行政トップの危機管理能力が欠如していたら、町に
災害や問題が起こった時、町民に不利益を被らせてしまいま
す。１０月から始まる令和
６年度の予算編成前に民意
をとるべきであり、速やか
に職を辞していただきたい
ため、町長不信任決議案を
提出いたします。

岩田晴義 議員 渡邉憲司 議員

木下美津子 議員

松本暁大 議員 村山博司 議員

後藤友紀 議員 三宅祐司 議員

櫻井明 議員 松　浩二 議員

長谷川淳 議員

小島町長の
不信任案 提出

小島町長の
不信任案 提出

ぎなん議会だより　第52号ぎなん議会だより　第52号 23



福祉

令和４年度の決算審査を行う
「予算の使い方は適正かつ効率的であったか？」次年度の予算編成に生かすため、しっかりと審査を行いました。
審査の過程で、委員からどんな指摘・要望があったのか、その一部をご紹介します。

総務

土木

想定以上に好評で、高齢者の増加に伴い、集合型で
実施することが困難な状況になりつつあることを
踏まえ、当面はこの方式を踏襲したいと思います。

A
自治会主催の敬老会を敬老
祝い記念品贈呈事業に切り
替えて実施した感触は？

Q

令和４年度の実績で、大腸がんが1人、乳がんが４人、
子宮がんが１人でした。サンデー検診については、
７０名の方が受診し、その多くは定期的に健診を受け
る機会のない方でした。

A
町実施のがん検診でがん
が見つかった人数は？
また、サンデー検診の効果
はどうであったか？

Q

県内でも当町は保険税が高いことから、一体化になった
場合、少し安くなるものと期待しています。A

国民健康保険税の一体化による
メリット、デメリットはあるのか？Q

チェック！

タクシー料金は、バス事業開始に合わせて協議した
ものであり、見直しの予定はありません。
燃料費高騰が続いていますが、今の料金を維持し
ていきたいと考えています。
バスについては、運賃無料デーの実施、高齢者を
対象とした乗り方教室、関連記事の広報誌掲載を
行いました。

A
コミュニティタクシーの料金
見直しと、コミュニティバス
の利用者を増やす方策とは？

Q

新所平島線事業については、令和２１年度供用開始を目指し
順調に進捗しています。
境川河川改修事業等については、厚八橋架け替え事業に伴う
護岸工事も実施し、令和６年４月の供用開始に向け、工事を
行っています。
下印食雨水幹線事業については、今年度秋季から改良工事を
実施、国道１５６号線までの区間を改修する計画です。

A
町全体の道路や
橋梁等のインフラ
整備は、当初の想
定通り進行してい
るか？

Q

県では、境川総合治水対策特定河川事業として、豪雨
が一気に流入することを防ぐべく、貯留施設整備や
民間への貯留の促し等を行っています。
当町も並行して、雨水総合管理計画を令和７年度まで
に策定し、現状を踏まえた浸水エリアの想定、雨水幹線
の拡幅、改修による効果的な排水の検証など、最大限
の効果が得られるよう努めます。

A 気候変動に伴い、かつて
ないほどの豪雨が頻発
する状況の中、今ある
計画のやり直しや見直し
が必要だと考えるが？

Q

ごみの有料化と現在の運搬処理費、起債を財源として
計画しています。
有料化の時期としては、新施設が稼働開始する令和９年度
までには実施できるように検討しています。

A
新ごみ処理施設の建設に
かかる負担金の充当計画
についてどう考えているか？
また、有料化は具体的にいつ
からか？

Q

0

20

40

60億

H30年 R元年 R2年 R3年 R4年
（単位：億円）基金 町債

令和４年度決算

名鉄岐南駅前広場整備事業

一般会計

「
健
全
財
政
」を
維
持
し
つ
つ
、

　
　
　「
町
民
需
要
」に
応
え
る
。

基金と町債の推移

　町債は、発行額を償還額が上回ったことで、前年度末より３億円減少しました。一方、基金
は「財政調整基金」「減債基金」などの積立を行いましたが、公有財産購入（羽栗グラウンド）
による「地域創生福祉振興基金」を2億7920万円取崩したこともあり、前年度末より総額は
2583万円減少しました。
　補助金の活用・適正な町債の発行・財政調整基金などの目的基金の活用・一般財源であ
る町税等の適正配分など、健全財政を維持しつつ、町民需要に応える財政運営が行われる
よう、議会は監視役として質疑や討論等を積極的に行っていきます。

　令和４年９月のコミュニティバス運行開始により、名鉄岐南駅前広場に停留所を設置するため、これまで以上に駅
前スペースの安全性の確保や利便性の向上が求められたことから、当該広場にある野外避難場所・地域のオープン
スペースの機能を保持しつつ、歩行者の危険性の除去、公共交通（コミュニティバス・デマンドタクシー）の利便性の
向上を図るため、駅前出入り口と広場をつなぐ横断歩道の新設、コミュニティバス・デマンドタクシーの停留所の設
置、駐輪場の移設、照明等の更新、舗装工事等を行いました。
　これら駅前広場の一体的な整備により、町内唯一の鉄道駅を拠点とした交流人口の増加が期待できます。

町債…町の借金　道路や公共施設の整備事業などの資金調達のために、国や銀行から長期に借入
　　　　　　　　する資金
基金…町の貯金　収入を補ったり、災害などに備えたり、特定の目的のために積み立てている資金

用 語 解 説

総事業費：6461万円
（駅前広場整備工事、遊具設置・更新・修繕等工事含む）

令和４年度の取り組み

歳入 105億　 92万円
歳出　97億8780万円

ぎなん議会だより　第52号ぎなん議会だより　第52号 45
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議案第 30 号 岐南町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 31 号 岐南町水道事業給水条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 32 号 岐南町下水道条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 34 号 令和5年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 35 号 令和5年度岐南町介護保険特別会計補正予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 36 号 令和5年度岐南町後期高齢者医療特別会計補正予算につい
て 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

認定第 1 号 令和4年度岐南町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ● 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

認定第 2 号 令和4年度岐南町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

認定第 3 号 令和4年度岐南町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認定 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

認定第 4 号 令和4年度岐南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

認定第 5 号 令和4年度羽島郡二町教育委員会特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

認定第 6 号 令和4年度岐南町水道事業会計未処分利益剰余金の処分及
び決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

認定第 7 号 令和4年度岐南町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分
及び決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

決議案第 2 号 小島英雄岐南町長に対する不信任決議 否決 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇

選第 3 号 議長の選挙について 確定 新議長：櫻井　明

ここから櫻井議長による議事進行
選第 4 号 副議長の選挙について 

常任委員会委員の選任について 
議会運営委員会委員の選任について 
議会広報特別委員会委員の選任について

確定 ⇒結果については7ページをご覧ください

同意第 5 号 岐南町監査委員の選任同意を求めることについて 同意 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議会運営委員会の閉会中の継続調査について 継続
調査 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※2

　町民の皆様には町議会の活動にご理解ご協
力を頂き厚くお礼申し上げます。
　この度、私どもが第66代議長と第69代副議
長に就任いたしました。
　初めにすべての町民に、多大なご迷惑とご不
信をおかけしている現在の状態を衷心よりお詫
び申し上げます。
　今こそ全議員、力を合わせ心一つにする戮力
協心（りくりょくきょうしん）を合言葉に難題に立
ち向かい、町民の負託にお応えすべきと覚悟い
たしております。今一度、議員のあるべき姿の
追求と町民の幸せの追求を第一に町政に取り組んでまいります。合わせて、よく分かる議会、活動す
る議会、町民のための議会とするために引き続き議会改革に励んでまいります。
　どうぞ宜しくご理解ご協力頂けますようお願い申し上げ、ご挨拶といたします。

議 長
櫻井　明

副 議 長
三宅　祐司

委員会とは、議会内部に複数の組織を設け、各組織における分担を決め審査をすることで、議会を能率
的・効果的に運営するために設置されている審査機関のことです。

常任委員会 総務住民委員会・福祉土木委員会いずれかに議員は所属します。

広報特別委員会 議会情報を各家庭にお届けするために「議会だより」を年４回発行しています。

監　　査 財務事務が適正に執行されているかチェックします。

議会運営委員会 議会が公正円滑に運営されるように協議し議長の諮問に応じるほか、
議案・請願・陳情などの常任委員会への振り分けを審議します。

総務住民委員会 総務部・総合政策部・住民部・教育委員会等を担当
委員長

渡 邉 憲 司
副委員長

岩 田 晴 義
委員

櫻 井 　 明
委員

 松 　 浩 二
委員

松 本 暁 大

福祉土木委員会 福祉部・土木部を担当
委員長

長 谷 川 淳
副委員長

後 藤 友 紀
委員

木 下 美 津 子
委員

三 宅 祐 司
委員

村 山 博 司

議会運営委員会
委員長

岩 田 晴 義
副委員長

木 下 美 津 子
委員

渡 邉 憲 司
委員

長 谷 川 淳

議会広報特別委員会
委員長

後 藤 友 紀
副委員長

村 山 博 司
委員

渡 邉 憲 司
委員

松 本 暁 大

委員
松 　 浩 二

委員
長 谷 川 淳

監　　査

議長・副議長 就任のあいさつ
9月定例会ではこんなことが決まりました

賛成＝〇　反対＝●（※1 議長は採決に加わりません）

※2 決議案第2号は特別多数議決のため、議長にも表決権があります。
　　なお、可決するには出席議員の4分の3以上の賛成が必要となります。

議案の詳細につきましては、岐南町ホームページ「提出議案」ページをご覧ください。 提出議案ページはこちら
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怪文書

岐南町役場

警
察
へ
相
談
し
て
ど
う
な
っ
た
か

副
町
長
　立
件
が
難
し
い

役
場
内
の
怪
文
書
と
は

公
共
用
地
の
買
収
と
は

岩田 晴義 議員
いわた はるよし

布
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
、
本
件
は
地
方

公
務
員
法
の
「
守
秘
義
務
違
反
」、「
職

務
専
念
義
務
違
反
」
で
あ
る
こ
と
、「
警

察
の
事
情
聴
取
が
待
っ
て
い
る
」、
リ
ー

ク
し
た
職
員
に
は
「
そ
の
後
厳
し
い
結
末

が
待
っ
て
い
る
」
な
ど
と
い
っ
た
言
葉
を

使
用
し
、
週
刊
誌
に
リ
ー
ク
し
た
職
員

を
排
除
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
取

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
調
査
委
員
会

の
調
査
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
委
員
会
に
申
し
上
げ

て
い
ま
す
。

岐
南
町
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
町

民
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
や
、
怪
文

書
が
役
場
内
に
ま
か
れ
、
第
三
者
委
員
会

に
影
響
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
責
任
は
ど

う
取
る
の
か
。
早
く
辞
職
を
し
て
民
意
を

取
る
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
職
務
に
専
念
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

（
副
町
長
）
役
場
庁
舎
内
の
職
員

の
机
の
上
に
配
布
さ
れ
た
文
書
に

つ
い
て
は
、
そ
の
状
況
か
ら
、
７
月
８
日

か
ら
９
日
ま
で
の
間
に
配
布
さ
れ
た
も
の

と
推
測
し
ま
す
。
当
該
文
書
は
、
差
出

人
が
岐
南
町
職
員
有
志
一
同
と
し
て
配

A Q

が
得
ら
れ
れ
ば
、
景
品
に
よ
る
販
売
促

進
の
手
法
も
取
り
入
れ
た
取
組
み
を
検

討
し
て
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

（
総
務
部
長
）
契
約
に
お
け
る
私

的
自
治
の
原
則
は
、
契
約
自
由

の
原
則
と
も
い
わ
れ
、
個
人
と
個
人
の

間
で
結
ば
れ
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
国
家

が
干
渉
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
を
尊

重
す
る
と
い
う
原
則
で
あ
り
、
ま
た
、

誰
と
契
約
す
る
か
、
ど
の
よ
う
な
内
容

の
契
約
を
結
ぶ
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
が

自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
地
方
公
共
団

体
で
あ
る
町
と
個
人
の
間
に
お
け
る
土
地

売
買
に
は
こ
の
原
則
は
当
て
は
ま
り
ま
せ

ん
。

　
そ
の
他
に
も
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
周

知
や
児
童
の
絵
画
を
車
内
に
飾
る
な
ど
、

町
民
バ
ス
と
し
て
愛
着
に
つ
な
が
る
取
組

み
、
さ
ら
に
、
運
行
関
係
者
の
ご
協
力

A

今
後
の
防
止
策
は
考
え
て
い
る
か
。

調
査
妨
害
で
あ
る
の
に
警
察
は
な
ぜ

立
件
が
で
き
な
い
の
か
。

（
副
町
長
）
警
察
が
捜
査
す
る
こ

と
で
、
庁
舎
内
が
殺
伐
と
し
、

職
員
の
士
気
が
下
が
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
文
書
配
布
者
の
特
定

に
つ
な
が
る
証
拠
も
少
な
い
こ
と
か
ら
立

件
が
難
し
い
と
考
え
ま
し
た
。
今
後
は
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
、
静
脈
認
証
等

の
生
体
認
証
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
で
の
庁
舎
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体

制
の
強
化
を
検
討
し
つ
つ
、
万
が
一
、
再

び
同
様
の
文
書
が
配
布
さ
れ
た
場
合
に

は
、
警
察
の
捜
査
を
厳
正
に
進
め
て
い
た

だ
く
な
ど
の
対
応
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

A Q

町
長
が
口
頭
で
土
地
を
買
う
と
言
っ

た
ら
、
意
思
の
合
致
に
よ
り
契
約
な

の
か
。
Q

第
三
者
調
査
委
員
会

（
副
町
長
）
第
三
者
調
査
委
員
会

は
、「
岐
南
町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案

に
関
す
る
第
三
者
調
査
委
員
会
」
の
委

員
と
な
る
弁
護
士
３
名
と
業
務
委
託
契

約
を
締
結
し
、
現
在
、
調
査
委
員
会
に

よ
る
事
実
関
係
の
調
査
等
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
調
査
委
員
会
が
行
う
事
項
は
、
本
件

事
案
の
原
因
を
含
む
事
実
関
係
の
究
明
、

把
握
、
調
査
、
認
定
、
さ
ら
に
は
再
発

防
止
策
の
提
言
な
ど
で
す
。

A
第
三
者
委
員
会
は
町
長
の
進
退
を

決
め
る
も
の
で
は
な
い
が
、ど
う
か
。

Q
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全
未
接
種
者
に
再
度
の
通
知
を

部
長
　正
し
い
情
報
を
随
時
提
供

活
躍
さ
れ
た
方
へ
の
配
慮
を

部
長
　有
用
な
サ
ポ
ー
ト
を

岐南町消防団

親善大使

子
供
た
ち
に
文
化
芸
術

鑑
賞
の
機
会
を

小
中
学
生
一
人
一
台
の

端
末
の
活
用
状
況

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
が

終
了
す
る
に
あ
た
っ
て

消
防
団
の
現
状
と

今
後
を
問
う

町
内
施
設
の
現
状
を
問
う

騒
音
公
害
防
止
条
例
を
問
う

各
種
役
員
の
報
酬
を
問
う

Q
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
下

で
一
人
一
台
の
端
末
が
配
備
さ
れ
、

子
供
た
ち
の
特
性
や
関
心
や
環
境
に
応
じ

た
学
び
を
推
進
、
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
の
活
用
も

広
が
っ
た
が
授
業
等
で
の
具
体
的
活
用
事
例

と
毎
日
活
用
の
割
合
を
聞
き
た
い
。

（
教
育
長
）
授
業
に
お
い
て
教
師

と
児
童
生
徒
が
双
方
向
で
資
料

の
や
り
と
り
、
思
考
の
可
視
化
、
意
見

の
共
有
等
そ
の
活
用
も
進
化
し
主
体
的

か
つ
協
働
的
な
学
び
が
で
き
て
き
ま
し

た
。
活
用
割
合
は
教
師
の
回
答
で
毎
日

活
用
は
１
小
学
校
。
週
３
回
以
上
活
用

は
中
学
校
と
１
小
学
校
。
週
１
回
以
上

活
用
は
１
小
学
校
で
す
。

A

認
知
症
基
本
法
成
立
に

あ
た
っ
て

Q
現
在
当
町
で
認
知
症
と
診
断
の
方
は

何
人
か
。

（
福
祉
部
長
）
本
年
３
月
末
現
在

４
３
８
名
で
す
。

A

Q
不
登
校
、
特
別
支
援
、
病
気
療
養
、

外
国
籍
児
へ
の
活
用
状
況
と
今
後
の

計
画
は
。

Q
端
末
の
活
用
状
況
で
学
校
間
の
格

差
、
他
市
町
と
の
格
差
対
応
は
。

（
教
育
長
）
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

環
境
は
整
備
し
て
い
ま
す
。
読
む

こ
と
に
困
り
感
の
あ
る
子
に
は
教
科
書
を

読
み
上
げ
る
ア
プ
リ
が
使
え
ま
す
。
今

後
は
個
々
に
必
要
な
ア
プ
リ
の
導
入
活
用

の
研
修
な
ど
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

A

Q
昨
年
度
よ
り
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧

奨
が
再
開
、
勧
奨
差
し
控
え
の
影

響
を
受
け
た
対
象
者
も
３
年
間
の
限
定
で

無
料
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
対
象

者
数
と
接
種
率
は
。

（
教
育
長
）
教
育
委
員
会
と
し
て

各
種
研
修
会
又
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
と
推
進
委
員
会
を
実
施
し
、

各
校
の
教
育
の
DX
化
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。 A

（
福
祉
部
長
）
キ
ャッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
対
象
者
は
１
１
９
０
名
、
本
年

７
月
末
時
点
の
接
種
率
は
１
回
目
22
・

９
％
、
２
回
目
20
・
８
％
、
３
回
目

18
・
２
％
で
す
。

A

松　 浩二 議員

の
検
討
や
、
免
許
取
得
に
関
し
て
近
隣

市
町
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

まつばら こうじ

木下 美津子 議員
きのした みつこ

Q
３
回
接
種
が
必
要
で
、
少
な
く
と
も

半
年
か
か
る
こ
と
か
ら
来
年
９
月
末

ま
で
に
初
回
接
種
が
必
要
。
そ
れ
ま
で
に
未

接
種
者
全
員
に
再
通
知
と
安
全
性
等
伝
え

る
べ
き
で
は
。

（
福
祉
部
長
）
10
月
開
催
の
健
康

フ
ェ
ア
又
厚
労
省
作
成
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
又
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
安
全
性
等

最
新
情
報
を
随
時
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

AQ
認
知
症
基
本
計
画
策
定
は
努
力
義

務
と
な
っ
て
い
る
が
当
町
の
考
え

は
。

（
福
祉
部
長
）
来
年
度
か
ら
第
９

期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
の
中
で
認
知
症
施
策
を
盛

り
込
み
、
進
捗
管
理
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

A

Q
コ
ロ
ナ
が
５
類
と
な
り
再
び
文
化
芸

術
鑑
賞
の
機
会
が
持
た
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
子
供
た
ち
の
文
化
芸
術
鑑
賞
を
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

（
教
育
長
）
文
化
芸
術
鑑
賞
を
通

し
、
本
物
に
触
れ
真
の
価
値
に
気

付
き
、
人
生
の
豊
か
さ
と
な
り
、
感
受

性
豊
か
な
時
期
に
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

AQ
今
年
度
又
そ
れ
以
降
の
鑑
賞
予
定

又
そ
れ
に
向
け
て
の
動
き
は
。

（
教
育
長
）
今
年
度
は
各
小
学
校

で
演
劇
や
音
楽
を
鑑
賞
し
ま
す
。

中
学
校
は
合
唱
活
動
を
通
し
学
級
や
学

年
の
文
化
に
触
れ
交
流
し
ま
す
。
又
各

学
校
と
も
伏
屋
の
獅
子
芝
居
等
地
域
文

化
と
積
極
的
に
触
れ
合
って
い
ま
す
。

AQ
団
員
の
数
は
充
足
か
、
ま
た
こ
れ
か

ら
の
活
動
は
ど
の
よ
う
か
。

Q
消
防
車
両
を
運
転
で
き
る
よ
う
オ
ー

ト
マ
車
の
導
入
や
、
新
普
通
免
許
の

団
員
の
免
許
取
得
に
補
助
の
考
え
は
。

（
総
務
部
長
）
令
和
５
年
４
月
１

日
現
在
、
条
例
定
員
85
名
に
対

し
男
性
団
員
71
名
、
女
性
団
員
10
名
で

充
足
率
は
94
・
１
％
と
比
較
的
に
高
い

状
況
で
す
。
火
災
出
動
は
令
和
２
年
１

件
、
３
年
３
件
、
４
年
２
件
、
そ
の
他

活
動
は
、
規
律
訓
練
、
水
利
点
検
、
防

災
訓
練
参
加
、
年
末
夜
警
や
PR
活
動
な

ど
で
す
。

A
（
総
務
部
長
）
車
両
総
重
量
が
3.5

ト
ン
未
満
の
車
両
や
AT
車
の
導
入

A

Q
利
用
状
況
は
。

（
住
民
部
長
）
施
設
に
よ
り
利
用

者
の
増
減
は
あ
り
ま
す
が
コ
ロ
ナ

前
に
近
づ
い
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

AQ
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
印
刷
機

の
補
充
は
。

（
福
祉
部
長
）
補
充
は
せ
ず
現
行

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

A

Q
町
の
各
役
員
の
報
酬
に
つ
い
て
定
期

的
に
検
証
さ
れ
て
い
る
か
、
例
と
し

て
環
境
美
化
監
視
員
を
時
給
換
算
す
る
と

ど
う
か
。（

総
務
部
長
）
報
酬
額
の
妥
当
性

に
つ
い
て
経
済
情
勢
の
変
動
等
、

近
隣
市
町
状
況
も
勘
案
し
検
討
し
ま

す
。 A

（
総
務
部
長
）
お
二
方
で
、
川
出

久
一
さ
ん
は
上
羽
栗
村
長
、
岐

阜
県
農
業
委
員
、
羽
島
郡
東
部
土
地
改

良
区
理
事
長
な
ど
歴
任
、
長
縄
士
郎
さ

ん
は
日
展
に
て
内
閣
総
理
大
臣
賞
や
勲

四
等
瑞
宝
章
受
賞
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

A
（
住
民
部
長
）
当
時
の
天
皇
皇
后

両
陛
下
も
ご
観
覧
、
職
員
が
指

導
者
を
務
め
、
町
出
身
の
２
選
手
が
優

勝
し
ま
し
た
が
、
な
ぎ
な
た
ク
ラ
ブ
解

散
後
は
要
望
も
な
く
発
足
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

A
（
住
民
部
長
）
名
刺
の
デ
ザ
イ
ン

を
一
新
す
る
な
ど
、
町
の
宣
伝
活

動
を
行
う
お
二
方
に
有
用
な
サ
ポ
ー
ト
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

A

Q
過
去
ま
た
現
在
の
騒
音
等
に
対
し
要

望
は
あ
っ
た
か
。

Q
名
誉
町
民
は
ど
な
た
で
選
定
基
準

は
。

（
総
合
政
策
部
長
）
令
和
３
年
５

件
、
４
年
３
件
、
５
年
１
件
あ
り

ま
し
た
。

A人
的
財
産
に
つ
い
て
問
う

Q
市
街
化
区
域
が
多
く
住
み
よ
い
ま
ち

の
た
め
に
条
例
制
定
の
考
え
は
。

（
総
合
政
策
部
長
）
本
町
と
し
て

制
定
せ
ず
国
が
定
め
る
「
騒
音

規
正
法
」
に
基
づ
い
た
対
応
を
し
て
い
き

ま
す
。

A

Q
岐
阜
国
体
に
お
い
て
薙
刀
の
選
手
育

成
そ
し
て
優
勝
し
た
が
現
在
そ
の
痕

跡
す
ら
な
い
が
、
ど
う
な
っ
た
か
。

Q
親
善
大
使
の
お
二
方
に
つ
い
て
今
後

の
方
針
は
。
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ご
み
有
料
化
は
避
け
ら
れ
な
い

部
長
　
令
和
９
年
度
ま
で
に
実
施

ヘ
ル
メ
ッ
ト
補
助
早
期
採
用
を

部
長
　
制
度
設
計
を
進
め
る

次期ごみ処理施設の工程表

先
に
行
っ
た
質
問
・
全
協

で
の
提
案
後
を
聞
く

全
て
を
対
象
と
す
る
条
例
を

副
町
長
　
今
年
度
内
に
は
制
定
す
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
問
う

新
ご
み
処
理
施
設
の
現
状
等
と

粗
大
ご
み
の
リ
ユ
ー
ス
推
進
策
の

「
お
い
く
ら
」
等
と
の
提
携
を

令
和
５
年
度
施
政
方
針
の

　
　 

経
過
に
つ
い
て
問
う

コ
ロ
ナ
禍
後
の
自
治
会
を

ど
の
よ
う
に
見
据
え
て
い
る
か

傷
・
死
亡
事
故
の
防
止
に
資
す
る
効
果

的
な
補
助
・
助
成
等
の
形
と
な
る
よ
う
、

現
在
、
制
度
設
計
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。Q

令
和
５
年
７
月
10
日
月
曜
日
発
覚
の

事
件
。
休
日
の
夜
間
庁
舎
に
不
法

侵
入
し
た
者
に
よ
り
職
員
の
机
上
に
不
信

文
書
が
配
布
さ
れ
た
。
警
察
へ
の
届
出
と
防

犯
体
制
を
強
化
す
る
と
回
答
。
そ
の
後
を

聞
く
。（

総
務
部
長
）
文
書
は
、
町
長
セ

ク
ハ
ラ
事
件
解
明
の
第
三
者
調
査

委
員
会
開
始
直
前
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
も
「
第
三
者
調
査
委
員
会
で
し
ゃ

べ
る
な
よ
」
と
の
脅
迫
文
書
だ
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
弁
護
士
も
「
妨
害
行
為
で

あ
る
」
と
の
認
識
で
す
。
現
時
点
で
は

職
員
の
調
査
に
臨
む
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル

を
上
げ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
を
最

優
先
と
考
え
、
再
び
こ
う
し
た
こ
と
が

行
わ
れ
た
場
合
は
、
直
ち
に
警
察
の
捜

査
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
静
脈

認
証
等
の
生
態
認
証
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
を
現
在
検
討
中
で
す
の
で
、速
や
か
に
、

庁
舎
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

A

Q
①
有
料
化
実
施
に
は
数
年
か
か
る
。

も
う
始
め
な
け
れ
ば
新
施
設
稼
働
に

間
に
合
わ
な
い
が
、
町
の
考
え
は
。

②
羽
島
市
・
笠
松
町
は
粗
大
ご
み
処
理
に

「
お
い
く
ら
」
と
業
務
提
携
を
結
ん
で
利
便

化
し
て
い
る
が
見
解
は
。

※

「
お
い
く
ら
」
は
全
国
の
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。
利
用
者

も
自
治
体
も
手
数
料
無
料
。
利
用
者
が
町

に
粗
大
ご
み
を
出
す
前
に
「
お
い
く
ら
」
に

電
話
で
買
い
取
り
と
引
き
取
り
を
依
頼
し
ま

す
。
粗
大
ご
み
は
自
宅
に
取
り
に
き
て
く
れ

ま
す
。

　
ご
み
処
理
施
設
は
令
和
９
年（
２
０
２
７

年
度
）４
月
稼
働
予
定
で
す
。

概
算
建
設
費
１
４
０
億
円
〜
１
７
８
億
円
。

概
算
運
営
費
は
今
後
20
年
間
で
73
億
円
〜

１
４
５
億
円
。

　
建
設
費
と
運
営
費
は
、
各
市
町
の
排
出

量
に
比
例
負
担
し
ま
す
。
共
同
運
営
の
２

市
１
町
は
す
で
に
有
料
化
し
て
共
に
10
％
以

上
の
ご
み
削
減
を
達
成
し
て
い
る
。
岐
南
町

の
ご
み
は
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

岐
南
町
の
負
担
額
が
莫
大
に
な
る
。

（
総
合
政
策
部
長
）①「
ご
み
の
有

料
化
」
の
導
入
を
、
令
和
９
年

度
ま
で
に
実
現
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

ま
す
。

A

松本 暁大 議員
まつもと あきひろ

櫻井 明 議員
さくらい あきら

②
議
員
ご
提
案
の
「
お
い
く
ら
」
等
の

事
業
者
と
町
と
の
提
携
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
ま
す
。

Q
「
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助

制
度
の
早
期
採
用
」
を
提
言
し
、「
十

分
に
考
慮
・
精
査
し
ま
す
」
と
回
答
。
そ

の
後
を
聞
く
。

（
総
合
政
策
部
長
）
全
国
的
に
ど

の
よ
う
な
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る

か
詳
細
に
調
査
し
ま
し
た
。

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
そ
の
も
の
を
配
布
す
る
自

治
体
、
ま
た
対
象
も
、
全
年
齢
を
対
象

と
す
る
も
の
、
児
童
生
徒・高
齢
者
の
み
、

或
い
は
、
幼
児
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の

な
ど
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
岐
南
町
の
交
通
実
態
に
合
っ
た
、
重

AQ
町
の
独
自
政
策
で
あ
る
、
多
機
能
型

地
域
子
ど
も
安
心
セ
ン
タ
ー
の
利
用

状
況
、
検
証
・
課
題
、
今
後
の
改
善
点
は
。

３
月
議
会
で
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
新
年
度
予
算
策
定
時
期
に
入
る
こ
と

か
ら
も
、
進
捗
状
況
や
検
証
、
こ
れ
か
ら
の

方
向
性
の
確
認
や
認
識
を
す
る
必
要
が
あ

る
。

（
町
長
）「
岐
南
町
多
機
能
型
地
域

子
ど
も
安
心
セ
ン
タ
ー
」は
、

①
子
ど
も
の
発
達
に
不
安
を
抱
え
る
親

子
に
対
す
る
個
別
指
導
や
保
護
者
相
談

な
ど
を
行
う
「
す
ま
い
る
ル
ー
ム
」

②
特
に
発
達
支
援
を
要
す
る
幼
児
の
預

か
り
保
育
を
行
う
「
は
っ
ぴ
ー
ル
ー
ム
」

の
２
つ
の
事
業
か
ら
成
り
立
って
い
ま
す
。

A

　
子
ど
も
の
変
化
の
一
例
を
申
し
上
げ

ま
す
と
、
４
月
上
旬
か
ら
利
用
し
て
い
る

３
歳
の
女
児
が
在
籍
し
て
い
た
保
育
園
で

は
、
ほ
か
の
子
が
近
寄
る
と
逃
げ
回
り
、

保
育
士
が
一
日
中
追
い
か
け
回
し
て
い
ま

し
た
が
、
安
心
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

１
ヵ
月
後
に
は
自
ら
ほ
か
の
子
と
遊
び
に

関
わ
る
ほ
ど
協
調
性
が
身
に
付
き
ま
し

た
。
ま
た
、
３
歳
の
男
児
は
言
葉
を
発

す
る
こ
と
が
困
難
で
、
在
籍
し
て
い
た
保

育
園
で
は
孤
立
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
友
達
の
名
前
を
呼
び
か
け
、
交
流
す

る
喜
び
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
保
護
者
の
方
々
か
ら
も
こ
れ
ま
で
見
ら

れ
な
か
っ
た
子
ど
も
の
成
長
に
感
謝
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
課
題
・
改
善
点
に
は
在
籍
す
る
保
育

園
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
が
、
本
事
業
は
あ
く
ま
で
も
一
時
的

な
預
か
り
事
業
で
す
の
で
、
在
籍
す
る

保
育
園
で
の
集
団
生
活
に
い
か
に
順
応
さ

せ
、
定
着
さ
せ
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
負
担
の
軽
減
や
就
労

の
安
定
化
に
お
い
て
は
保
育
園
や
支
援
事

業
所
の
利
用
状
況
に
合
わ
せ
、
効
率
良

く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
で
き
る
よ
う
改
善

を
図
り
ま
す
。
尚
、
こ
の
安
心
セ
ン
タ
ー

で
は
国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
選
定
さ
れ

た
「
未
就
園
児
の
預
か
り
事
業
」
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
こ
ど
も
家
庭

庁
の
視
察
が
あ
り
、
高
い
評
価
を
頂
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
発
達
支
援
は
早
期
対
応
が
効
果
的
で

あ
り
、
成
長
著
し
い
低
年
齢
の
う
ち
に

特
性
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
を
施
す
こ

と
で
、
情
緒
の
安
定
や
社
会
性
が
育
ま

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

学
齢
期
も
見
据
え
た
長
期
的
視
点
に
よ

る
事
業
改
善
を
促
し
、
子
ど
も
の
健
全

育
成
、
保
護
者
の
生
活
の
安
定
を
目
指

し
ま
す
。

（
副
町
長
）
現
在
の
規
定
で
は
適

切
な
運
用
が
で
き
な
い
状
況
で
あ

り
、
議
会
倫
理
条
例
に
お
い
て
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
条
文
が
な
い
こ
と
か
ら
も
そ
の
改

正
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
第
三

者
委
員
会
の
意
見
書
も
踏
ま
え
、
具
体

的
な
措
置
を
講
じ
、
今
年
度
内
に
は
職

員
の
み
な
ら
ず
、
特
別
職
や
議
員
を
も

対
象
と
し
た
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

A

Q
コ
ロ
ナ
禍
前
の
活
動
が
再
び
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
思
う
か
。

（
総
務
部
長
）
今
年
度
の
絆
づ
く

り
事
業
の
申
請
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前

の
状
況
に
迫
る
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お

り
、
停
滞
し
て
悩
ん
で
い
る
自
治
会
へ
は

他
自
治
会
の
活
動
事
例
を
助
言
す
る
な

ど
、
再
開
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
図
っ
て

い
ま
す
。

A

Q
議
会
内
に
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
あ

り
、
再
発
防
止
や
失
っ
た
信
頼
を
回

復
す
る
べ
く
、
当
町
は
よ
り
強
力
な
対
策
が

必
要
で
あ
る
。
一
切
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根

絶
す
べ
く
、
公
職
に
あ
る
す
べ
て
の
者
を
対

象
と
し
た
条
例
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
。

怪文書

通常学級に在籍する小学生で
学習面や行動面で著しい困難
を示す発達障害の可能性
（文部科学省の調査より）

『失った信頼回復においても、

公職にある者全てを対象とした

条例の改正・制定が必要である』

12.0%
12.4%

11.0%
9.8%
8.6%
8.9%

１年生
２年生
３年生
４年生
５年生
６年生
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辞
職
す
る
つ
も
り
は
あ
る
の
か

町
長
　調
査
委
の
結
果
を
待
つ

『怪文書』早期解明を求める

VR教育の風景

町
長
の
行
動
に
つ
い
て
問
う

デ
ジ
タ
ル
教
育
に
つ
い
て
問
う

自
殺
対
策
行
動
計
画
の
概
要
は

部
長
　命
を
支
え
る
町
を
目
指
す

人
権
問
題
と

ネ
ッ
ト
中
傷
問
題
を
問
う

道
路
整
備
事
業

　
　
　推
進
策
を
問
う

Q
今
後
、
第
２
・
第
３
の
怪
文
書
が
無

作
為
に
配
布
さ
れ
た
場
合
は
、
ど
う

す
る
の
か
。

す
が
、
な
ぜ
犯
人
を
捜
さ
な
い
の
か
。

Q
６
月
23
日
の
中
日
新
聞
朝
刊
の
記
事

に
お
い
て
、
町
長
は
「
第
三
者
調
査

委
員
会
で
セ
ク
ハ
ラ
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
辞

職
す
る
」
と
発
言
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
考

え
は
今
も
変
わ
っ
て
な
い
の
か
。

（
総
務
部
長
）
文
書
配
布
者
の
特

定
に
つ
な
が
る
証
拠
も
少
な
い
こ

と
か
ら
、
立
件
が
難
し
い
の
で
や
め
ま
し

た
。 A

（
総
務
部
長
）
再
び
同
様
の
文
書

が
配
布
さ
れ
た
場
合
は
、
警
察
に

捜
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
（
町
長
）
調
査
委
員
会
の
結
果
に

対
し
て
、誠
実
な
対
応
を
し
ま
す
。

A

Q
つ
く
ば
市
立
み
ど
り
の
学
園
義
務
教

育
学
校
の
よ
う
に
環
境
問
題
解
決

策
を
端
末
で
学
習
で
き
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

で
活
用
で
き
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
役
に
立

つ
教
育
を
目
指
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

（
教
育
長
）
西
小
学
校
で
は
、
児

童
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
ス
キ
ル

を
５
つ
に
分
け
、
ア
プ
リ
の
基
本
的
操
作

か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
の
ス
キ
ル
ま
で
指
導
し

て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
も
ド
ロ
ー
ン
を

利
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
研
修
を
行

い
、
教
育
へ
の
活
用
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
ま
す
。

A

Q
15
年
前
ま
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
教
育
な

ど
考
え
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

現
在
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
教
育
が
普
通
に
な
っ
て

き
て
、
VR
教
育
が
高
校
で
も
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
岐
南
町
も
未
来
に
向
け
て

VR
教
育
を
勉
強
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

生
徒
に
対
し
て
別
室
と
教
室
を
つ
な
ぐ

授
業
な
ど
を
行
って
お
り
、
学
習
習
慣
の

定
着
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
ア
プ
リ
の
更
新

及
び
職
員
研
修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
教
育
長
）
VR
教
育
な
ど
を
推
進

す
る
た
め
に
、
町
の
関
係
部
局
と

連
携
し
、
教
育
委
員
会
や
各
学
校
の
情

報
推
進
担
当
の
職
員
が
先
進
的
な
取
組

を
し
て
い
る
学
校
や
団
体
の
情
報
交
換

を
し
ま
す
。

A

Q
イ
ジ
メ
や
心
の
病
か
ら
不
登
校
と
な

る
児
童
も
い
る
の
で
、
ネ
ッ
ト
に
繋

げ
ば
い
つ
で
も
勉
強
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
ネ
ッ
ト
学
校
で
あ
れ
ば
、
不
登
校
生
徒
だ

け
で
な
く
、
学
校
の
勉
強
に
つ
い
て
い
け
な

い
生
徒
に
対
し
て
も
有
効
で
、
自
分
に
合
っ

た
ス
タ
イ
ル
で
学
べ
、
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら

で
も
復
習
予
習
も
で
き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
で
推
進
し
て
み
て
は
。

（
教
育
長
）
当
町
の
小
中
学
校
で

は
、
学
校
に
登
校
し
て
い
な
い
児

童
生
徒
に
対
し
て
、
家
庭
と
教
室
を
つ

な
ぐ
授
業
を
、
教
室
に
入
れ
な
い
児
童

A

村山 博司 議員
むらやま ひろし

渡邉 憲司 議員
わたなべ けんじ

Q
こ
の
怪
文
書
の
内
容
は
、
町
長
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
擁
護
し
職
場
環
境
を

悪
く
す
る
業
務
妨
害
で
も
あ
る
と
思
い
ま

　
岐
南
町
長
の
セ
ク
ハ
ラ
疑
惑
問
題
か
ら
始

ま
っ
た
混
乱
は
収
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、

７
月
10
日
に
は
役
場
内
で
怪
文
書
が
ま
か
れ
、

住
民
か
ら
は
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く

怪
文
書
も
容
認
す
る
岐
南
町
に
す
る
の
か
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
自
身
、
ク
リ
ー
ン
な

町
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

も
怪
文
書
も
許
す
町
に
す
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
町
長
も
危
機
管
理
対
策
本
部
も

犯
人
捜
し
は
し
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。

Q
道
路
や
公
共
施
設
等
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
導
入
及
び
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
は
。

Q
自
転
車
死
亡
事
故
の
多
く
は
信
号

無
視
や
、
一
時
不
停
止
と
い
っ
た

ル
ー
ル
違
反
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自

転
車
交
通
マ
ナ
ー
の
啓
発
に
つ
い
て
問
う
。

（
土
木
部
長
）「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」

に
基
づ
く
移
動
円
滑
化
の
施
策
と

し
て
、
通
行
者
の
安
全
に
配
慮
し
た
施

策
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
通
学
中
の
児
童
・
生
徒
の

安
全
確
保
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
件
数

減
少
の
た
め
、
安
全
で
安
心
な
道
路
・

歩
道
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

A

Q
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
縁
石

の
重
要
性
に
つ
い
て
問
う
。

（
土
木
部
長
） 

①
原
則
、
車
道
左

側
を
通
行
　
②
交
差
点
で
は
信

号
と
一
時
停
止
を
守
って
　
③
夜
間
は
ラ

イ
ト
を
点
灯
　
④
飲
酒
運
転
は
禁
止
　

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
　
以
上
を
町
民
に

周
知
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

A
（
土
木
部
長
）
道
路
構
造
令
を
厳

守
し
た
安
全
対
策
を
図
り
、
道

路
歩
道
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

A

（
福
祉
部
長
）
行
政
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
、
住
民
同
士
の
身
近

な
支
援
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

A

Q
子
供
の
療
育
、
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

外
と
は
会
話
を
し
て
い
な
い
人
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
伴
い
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
取
り
組
み
は
。

Q
ひ
き
こ
も
り
の
定
義
は
自
宅
に
い
る

15
〜
64
才
で
か
つ
半
年
以
上
家
族
以

（
教
育
長
）
児
童
生
徒
の
ニ
ー
ズ

や
保
護
者
の
不
安
に
寄
り
添
い
、

関
係
部
局
と
の
相
互
連
携
を
図
り
つ
つ

教
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。 AQ

認
知
症
患
者
の
尊
厳
確
保
及
び
見

守
り
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

（
福
祉
部
長
）
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
、
高
齢
者
見

守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス
テ
ッ
カ
ー
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
岐
南
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
実
感
し
て
頂
け
る
町
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

A
（
福
祉
部
長
）
健
康
推
進
課
を
担

当
窓
口
と
し
、必
要
に
応
じ
て「
ひ

き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
相

談
や
、
専
門
医
療
機
関
等
の
紹
介
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

A

岐
南
町
障
害
者
計
画

　
　
　   

に
つ
い
て
問
う

Q
岐
南
町
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
状

況
を
問
う
。

（
福
祉
部
長
）
来
年
度
の
障
害
者

法
定
雇
用
率
の
改
正
に
む
け
、

雇
用
促
進
の
強
化
策
に
つ
い
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

A

Q
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
等
自
殺

対
策
の
取
り
組
み
は
。

ネ
ッ
ト
で
の
悪
質
な
書
き
込
み
、
誹
謗
中
傷

は
大
き
な
社
会
問
題
で
す
。

（
教
育
長
）
人
権
問
題
を
大
切
に

し
て
、
今
起
こ
っ
て
い
る
問
題
の

早
期
発
見
・
早
期
対
応
、
さ
ら
に
は
未

然
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
根
底
に
あ

る
児
童
生
徒
の
心
を
耕
し
、
心
が
満
た

さ
れ
る
場
を
つ
く
る
こ
と
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

A Q
教
育
現
場
で
の
人
権
問
題
の
取
り
組

み
は
。

（
総
務
部
長
）
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹

謗
中
傷
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
町
に
よ
る
独
自
の
相
談
窓
口
の

設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
町
民
に
対

し
て
人
権
擁
護
を
啓
発
す
る
内
容
の
記

事
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

A Q
言
論
の
自
由
よ
り
も
基
本
的
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
の
が
当
然
だ
が
町
の
取

り
組
み
は
。

より住みやすい町を
目指して

認知症の方への
接し方
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厚
労
省
の
調
査
に
よ
る
と
２
０
２
２
年
４

月
か
ら
12
月
の
間
に
保
育
所
で
は
９
１
４
件

の
不
適
切
な
保
育
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
適
切
保
育
が
続
い
た
一
連
の
事
件
あ
た

り
か
ら
、
保
育
に
対
す
る
猜
疑
心（
さ
い
ぎ

し
ん
）、
不
信
感
を
も
っ
て
い
る
保
護
者
の

方
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
伺
い
ま
し
た
。

複
雑
多
岐
に
わ
た
る
無
理
難
題
を
園
や
保

育
者
に
求
め
、
過
大
な
精
神
的
負
担
と
な

り
、
保
育
の
仕
事
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
す
。

適
切
な
人
材
体
制
の
確
保
は

部
長
　加
配
保
育
士
に
つ
い
て
苦
慮

保育園・認定こども園にも弁護士を 幼児教育から小学校教育への円滑な移行が求められる

小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
の
解
消

重
要
な
架
け
橋
期
に
お
け
る
取
組

職
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
弁
護
士
は

町
長
　本
来
は
民
間
法
人
独
自
で
対
処

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
に

　
　
　
　 

弁
護
士
の
導
入
を

一
回
な
ら
触
れ
て
よ
い
の
か

町
長
　コ
ロ
ナ
禍
で
本
当
に
忙
し
か
っ
た

６
月
５
日
の
全
員
協
議
会
で
の

町
長
の
発
言
の
真
意
と
は
①

６
月
５
日
の
全
員
協
議
会
で
の

町
長
の
発
言
の
真
意
と
は
②

６
月
15
日
の一般
質
問
で
の

町
長
の
答
弁
の
真
意
と
は

（
福
祉
部
長
）
保
育
士
の
補
助
業

務
や
障
害
児
等
への
加
配
保
育
士

に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
士
の
配
置
基
準

に
応
じ
て
補
助
す
る
仕
組
み
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
障
害
児
や
集
団
生
活
が
困
難
な

子
ど
も
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の

施
設
も
、
き
め
細
や
か
で
丁
寧
な
支
援

が
充
分
行
き
届
か
ず
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
度
か
ら
は
、
特
に
支
援
が

必
要
な
幼
児
の
預
か
り
や
保
護
者
の
支

援
を
目
的
に
、
多
機
能
型
地
域
子
ど
も

安
心
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
お
り
、
各

保
育
施
設
の
負
担
軽
減
に
も
繋
が
って
い

ま
す
。

　
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
の
解
消
は
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
の
健
全
育
成
や
学
び
に
直

結
す
る
重
要
な
社
会
的
課
題
で
あ
り
、

関
係
機
関
や
地
域
住
民
が
一
丸
と
な
って

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
家

庭･

地
域･

事
業
者･
行
政
に
よ
る
一
層
の

協
働
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

A

Q
心
身
に
負
担
を
感
じ
る
職
員
の
サ

ポ
ー
ト
や
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
や

苦
情
、
法
的
観
点
な
ど
に
も
向
き
合
え
る

環
境
を
整
え
る
た
め
の
弁
護
士
等（
保
育
者

と
保
護
者
に
中
立
で
公
平
な
専
門
家
）や
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
を
認
定
こ
ど
も
園
等

に
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
行
政
の
考
え

は
。

（
町
長
）
町
の
顧
問
弁
護
士
の
場

合
、
行
政
執
行
に
関
す
る
法
的

解
決
や
相
談
目
的
と
し
て
契
約
し
て
お

り
民
間
事
業
者
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
想
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
に
お
い
て
も
笠
松

町
と
２
町
で
小
中
学
校
に
対
す
る
、
諸

問
題
に
対
す
る
こ
と
で
あ
り
、
保
育
園

で
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
し
て
、
自

分
た
ち
で
相
談
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

安
心
す
る
た
め
に
独
自
で
費
用
を
使
って

で
も
対
処
し
た
方
が
良
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 A

長谷川 淳 議員
はせがわ じゅん

三宅 祐司 議員
みやけ ゆうじ

Q
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
の
取
り
組
み
の
充

実
の
た
め
に
、
岐
南
町
の
教
職
員
が

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
や
、
学
び
に
し
っ
か

り
向
き
合
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
適
切

な
人
材
体
制
の
確
保
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
児
童
が
小
学
校

に
入
学
し
て
か
ら
「
授
業
中
に
座
っ
て
い
ら

れ
な
い
」「
話
を
聞
け
な
い
」「
集
団
行
動
が

取
れ
な
い
」
な
ど
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
よ

う
で
す
。
そ
こ
で
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
児

童
が
、
小
学
校
生
活
で
安
心
し
て
過
ご
せ

る
た
め
の
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
の
取
り
組
み
を

し
て
い
る
実
践
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
辞
職
勧
告
決
議
に
賛
成
し
た
責
任
が
私

に
は
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
小
島
町
長

の
言
動
に
対
し
て
質
問
を
し
、
こ
の
開
か
れ

た
議
会
の
場
で
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Q
「
議
長
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
・
ア
ル
ハ
ラ

を
受
け
た
が
留
保
し
て
い
る
」
と
発

言
し
た
が
、
そ
の
内
容
と
は
何
か
。
ま
た

何
故
留
保
し
て
い
る
の
か
。

Q
何
故
と
聞
い
て
い
る
の
に
、
答
え
に

な
っ
て
い
な
い
。
午
前
中
の
渡
邉
議

員
の
一
般
質
問
の
答
弁
で
も
「
こ
れ
以
上

言
っ
た
ら
パ
ワ
ハ
ラ
で
す
」
と
発
言
さ
れ
た

が
、
首
長
と
立
場
が
対
等
以
下
で
あ
る
議

（
町
長
）
内
容
に
関
し
て
も
留
保

で
す
。

A

長
や
議
員
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
・
ア
ル
ハ
ラ
さ
れ

た
と
い
う
の
は
、信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

意
味
を
理
解
し
て
い
る
の
か
。
町
長
の
発
言

に
は
責
任
が
伴
い
ま
す
。
公
の
場
で
発
言
し

た
こ
と
な
の
で
説
明
責
任
を
果
た
し
て
く
だ

さ
い
。（

町
長
）
い
つ
も
私
ば
か
り
を
責

め
ま
す
が
、
議
員
の
責
任
も
果
た

し
て
く
だ
さ
い
。

A

Q
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
議
員

は
議
長
に
対
し
て
質
問
の
通
告
を
す

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。
す
り
合
わ
せ
を

す
る
か
ど
う
か
、
事
前
に
読
み
原
稿
を
渡

す
か
ど
う
か
は
議
員
の
任
意
で
す
。
私
は

当
然
通
告
は
し
て
い
ま
す
。
再
質
問
が
知

り
た
け
れ
ば
す
り
合
わ
せ
を
打
診
す
べ
き
で

す
。「
議
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
に
」
と

私
に
答
弁
さ
れ
た
が
、
全
く
意
味
が
分
か

ら
な
い
。
議
会
の
ル
ー
ル
と
は
ど
う
い
う
こ

と
で
す
か
。
ま
た
、
何
故
す
り
合
わ
せ
を

行
わ
な
か
っ
た
の
か
。

（
町
長
）
前
回
は
急
に
８
つ
の
質

問
が
来
た
の
で
大
変
で
し
た
。
す

り
合
わ
せ
？
何
故
私
が
す
り
合
わ
せ
を

行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
か
。
ま

だ
議
員
に
な
っ
て
浅
い
の
で
徐
々
に
議
会

の
ル
ー
ル
に
慣
れ
て
いって
く
だ
さ
い
。
逆

の
立
場
な
ら
急
に
答
え
ら
れ
ま
す
か
。

事
務
局
に
確
認
し
た
ら
す
り
合
わ
せ
の

打
診
は
何
も
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

す
り
合
わ
せ
を
し
た
い
な
ら
言
っ
て
く
だ

さ
い
。

AQ
今
の
答
弁
を
聞
い
て
幹
部
職
員
、

議
員
一
同
唖
然
と
し
て
い
ま
す
よ
。

急
な
質
問
で
困
る
の
は
行
政
側
な
ん
で
す

か
ら
す
り
合
わ
せ
を
打
診
す
る
の
は
行
政

側
で
す
よ
ね
？
私
は
ガ
チ
ン
コ
で
も
何
も
問

Q
「
相
手
は
見
え
な
い
」「
私
だ
け
晒
さ

れ
る
」「
出
て
き
て
発
言
し
て
欲
し

い
」「
私
も
被
害
者
だ
」
と
発
言
し
た
が
、

今
で
も
職
員
は
名
前
を
出
し
て
発
言
す
る
べ

き
だ
と
思
う
か
。

Q
議
場
で
の
発
言
は
第
三
者
委
員
会
に

は
何
ら
関
係
な
い
の
で
、
思
っ
て
い

る
の
か
い
な
い
の
か
の
二
択
で
答
え
て
く
だ

さ
い
。 （

町
長
）
第
三
者
委
員
会
で
し
か

答
え
ま
せ
ん
。

A
（
町
長
）
名
前
を
出
す
も
出
さ
な

い
も
職
員
の
自
由
で
す
。

A

題
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
私
に
非
が
あ

る
か
の
よ
う
な
答
弁
は
お
か
し
い
。
議
員
一

同
頷
い
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
論
理
的
な
答

弁
が
期
待
で
き
な
い
の
で
こ
れ
以
上
は
止
め

ま
す
。
前
回
の
一
般
質
問
で
、
電
車
の
中

で
急
い
で
い
る
時
に
「
ど
い
て
」
と
腰
や
下

半
身
の
辺
り
に
触
れ
る
か
と
い
う
質
問
に

「
し
ま
せ
ん
」
と
答
弁
さ
れ
た
。
一
般
人
が

も
し
触
れ
て
し
ま
っ
た
ら
そ
の一回
で
人
生

が
終
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
町
長
は
「
一

回
だ
け
」
と
連
呼
さ
れ
て
い
る
が
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
庁
舎
内
で
は
触
っ

て
電
車
の
中
だ
と
何
故
触
ら
な
い
の
か
。

（
町
長
）
前
回
答
え
た
の
で
答
弁

し
ま
せ
ん
。

A
（
町
長
）
コ
ロ
ナ
禍
の
本
当
に
忙
し

い
時
だ
っ
た
。
全
部
の
こ
と
を
考

え
て
い
る
か
い
な
い
か
の
違
い
で
す
。
　

A Q
前
回
と
質
問
内
容
は
違
う
。
答
え

る
答
え
な
い
は
自
由
だ
が
理
由
が
お

か
し
い
。立場を利用しての

ハラスメントは
いけません

政治家には倫理観
が備わっていない
といけません
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一般質問

まちの笑顔を紹介！

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

○
岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会

　
評
議
員
会

○
地
蔵
尊
祭
礼
・
夏
ま
つ
り

　
盆
踊
り
大
会

○
市
町
村
議
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー

○
議
会
運
営
委
員
会

○
全
員
協
議
会

○
東
海
環
状
自
動
車
道
建
設
促
進

　
岐
阜
県
西
部
協
議
会
、
国
道

　
21
号
・
22
号
及
び
岐
阜
南
部

　
横
断
ハ
イ
ウ
ェ
イ
整
備
促
進

　
期
成
同
盟
会 

合
同
総
会

○
新
任
議
員
研
修
会

○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

○
木
曽
川
右
岸
地
帯
水
防
事
務

　
組
合
議
会
定
例
会

○
岐
阜
基
地
納
涼
祭

○
第
３
回
議
会
定
例
会

　（
９
月
１
日
〜
22
日
）

○
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　（
９
月
１
日
〜
11
月
15
日
）

○
決
算
特
別
委
員
会

○
岐
南
地
芝
居
公
演

○
ぎ
な
ん
フェス
タ
実
行
委
員
会

○
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
ゴ
ル
フ
大
会

○
東
小
学
校
運
動
会

○
羽
島
郡
広
域
連
合
議
会
定
会
・

　
消
防
技
術
発
表
会

○
岐
南
町
民
運
動
会

○
静
岡
県
清
水
町
議
会
視
察
研
修

○
岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会

　
定
期
総
会
・
正
副
議
長
研
修
会

○
全
国
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
議
会

　
サ
ミ
ッ
ト

○
岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合
議
会

議
会
日
誌

◆キャラ弁で笑顔と愛情を◆
2013年頃よりサントリー・味の素・JA・生協グループなど大手企業
様とのコラボやイベントなどを通してキャラ弁講師をしてきまし
た。子供を持つ親の9割が「一度は作ったことがある、または作ろうとした」との調査も。海外ではキャラ弁の番組が出来るほど、
世界に広がる日本文化です。お弁当の想い出は不思議と多くの方にある「いつも同じものが入っていた」とか、「茶色一色だっ
た」とか。そんな想い出が描かれているラブレターがお弁当です。親や子供やおじいちゃんおばあちゃん、友達に作ってあげた
らきっと作り手も受け手も嬉しいのではないでしょうか。

◆キャラ弁の５つの定義◆
①お弁当箱やワックスペーパーなども入れて原色5色以上
②隙間なくギュンギュンに動かないようにする
③お弁当のふたギリギリまでの高さにする（100均などに売っている抗菌
シートをキャラクターの上にのせてふたに海苔などくっつかないよう配慮）
④失敗を防ぐためにも、事前準備として海苔などのパーツは
　前日より前にカットし、紙に挟んで用意しておく
⑤ストローや爪楊枝、小さなハサミなど、道具を使う

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員

後
藤 

友
紀

村
山 

博
司

渡
邉 

憲
司

松
本 

暁
大

長
谷
川 

淳

議会広報特別委員

もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

8
月

9
月

10
月

　
お
久
し
ぶ
り
で
す
。１
年
ぶ
り
に
広
報
委
員
会
に
ま
い
戻
り
、

ま
た
も
広
報
委
員
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
後
藤
で
す
。

　
さ
て
、原
則
公
開
の
場
で
あ
る
議
場
で
す
が
、傍
聴
者
の
人
数

は
安
定
的
に
少
な
く
、い
つ
も
寂
し
い
気
持
ち
で
す
。

　
町
や
町
民
の
方
々
に
と
っ
て
、と
て
も
大
切
な
こ
と
が
決
定
さ
れ

る
議
会
で
す
の
で
、多
く
の
方
に
そ
の
情
報
を
届
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、そ
れ
は
議
会
と
し
て
至
極
当
然
の
行
為
で
す
。一
方

で
、ま
だ
ま
だ
そ
の
環
境
は
限
定
的
で
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、数
年
前
か
ら
議
会
の
動
画
配
信
に
つ
い
て
協
議
を
繰

り
返
し
、最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
出
す
た
め
に
、撮
影
か

ら
編
集
、ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
ま
で
を
一
括
し
て
行
な
え
る
よ
う
に
今
年

度
、動
画
配
信
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
が
予
算
化
さ
れ
、よ
う
や

く
９
月
定
例
会
に
お
い
て
テ
ス
ト
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
12
月
に
はY

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
議
会
の
動

画
配
信
の
ス
タ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、今
ま
で
、議
会
と
町
民
の
唯
一
の
繋
が
り
で

あ
っ
た
議
会
だ
よ
り
に
、文
章
よ
り
も
伝
わ
り
や
す
い
動
画
と
い

う
選
択
肢
が
増
え
、よ
り
伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
に
変
容
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
時
代
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。岐
南
町
議
会
も
変
わ
っ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます
ぎなん議会だよりは

Web上でも検索できます

ぎなんぎかいだより 検 索

岐南町親善大使
大島愛子さん
一般社団法人
キャラクター・フード
協会代表理事

大切なことは、笑顔で作って「愛情」を入れること
愛を受け取る人・手渡す人が増えますように
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令
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ぎ
な
ん
議
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だ
よ
り
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